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課題名

試験研

究年次

Ｉ目的

５０難防除病害虫の防除法の確立

分類

イチゴ炭そ病防除のための親株の選定

１年（完了）
／

イチゴ炭そ病の伝染経路、特に圃場における第一次伝染源は明らかでない。そこで

株からの伝染の有無を明らかにし、防除対策に資する。

Ⅱ試験 方 法

１試験場所：福岡農総試場内縄地ほ場

２耕種概要

①

親

（１）親株床；昭和63年11月１６日、予め１１月にｸﾛﾙﾋ゙ ｸﾘﾝで土壊消毒した親株床（畝幅2m）に

葉身または葉柄に病斑が認められた発病苗と病斑が認められなかった無発病苗

(品種：女峰、とよのか）を定植（株間50αn，１条植）した。

(2)採苗；平成元年６月９日からマサ土、バーミキュライト、黒粒培土を２:１:lの割合で

混合した用土をつめた黒色ポリポット（直径１１．５cm）を親株床に配置し、発生
したランナー（子苗）を受け、採苗した。

(3)育苗床；７月２０日に鉢受け苗のランナーを切断し、６３年11月にｸﾛﾙﾋ゙ ｸﾘﾝ消毒した育苗
床（畝幅１ｍ）にポット苗を並べ（間隔11.5×２０cm、５条）管理した。

(4)薬剤防除：親株床では平成元年５月29日、６月６日、１３日、２０日、２７日及び７月４日の6回、

育苗床では７月２６日、８月４日及び16日の3回、合計9回、展着剤（特ﾘﾉー 10,000

倍）を加用し、lOa当たり３００９を肩掛噴霧器で散布した。

３区制・面積：親株床；１区4㎡（親株4株）、育苗床；１区１８～72株

４調査方法：ランナーを切断し、育苗床へ子苗（ポット苗）を移した７月２０日及び８月７日

は葉身の円形黒色病斑、葉柄の病斑部折損及び株の萎ちよう、枯死について調
査した。８月１６日、２３日、９月５日は株の萎ちよう、枯死のみを調査した。

Ⅲ主要成果の概要

１イチゴ炭そ病は、本病に感染した親株が第一次伝染源となる。

すなわち、育苗末期に葉身あるいは葉柄に病斑が見られる株を親株として用いた場合は、

低温により晩秋期～春期は病徴が消失するが、ランナー発生期以降には子苗に対して感
染源となる。

２発病圃場からの親株の採取は避ける。やむを得ず採取する場合は、無病徴の株を選ぶ。
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Ⅳ主要成果の具体的データ

第１表親株の発病の有無と育苗期における子苗の発病

親株萎ちよう、枯死株率（％）

品種の発一一一一一--．－－．．－－．

病７月２０日８月７日８月１６日８月２３日９月５日９月１３日

無 病徴 ００００００

女峰一一

発病０９．０１ ６ ． ４ ２ ６ ． ９ ３ ５ ． ８ ４ ３ ． ３

無病徴ＯＯＯＯＯＯ

とよのか－－

発病００５．６５．６１６．７１６．７

注）萎ちよう 枯死株率は萎ちよう株と枯死株（累計）･を合わせて算出

第２表親株床、育苗床の薬剤防除と子苗の発病（品種：女峰）

親株希釈葉身葉柄萎ちよう、枯死株率（％）

の発供試薬剤名倍数発病折損

病（倍）株率株率７／２０８／７８／１６８／２３９／５

無 病徴ｱﾝﾄﾗｺ今ﾙ水和剤５０００％０％０００００

無散布００ ００ ００ ０
二一－－--』一一ｰや●ウ→●÷｡●やロー一－●一一■－－－－－－－④ご凸一印＝●｡一合②→■一一一一一一むむ‐－－－■一十●一一一●ｰ00←一一一ｂ=●■｡-‐一－９■ー一色写■一一ウー■申一ウqI由●■■由PPI申●ー－－ー-~IC←●●中一■一一｡④■‐●｡~ー一一一一一ｰ

発 病ｱﾝﾄﾗｺｰﾙ水･和剤５００００００１．７６．７６．７

無散布４．５１０． ４ ０ ９ ． ０ １ ６ ． ４ ２ ６ ． ９ ３ ５ ． ８

注）①萎ちよう 、 枯死株率は萎ちよう株と枯死株（累計）を合わせて算出

②葉身及び葉柄の発病は８月７日に調査．

Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

１県野菜病害虫防除基準に追記し、指導上の参考資料とする。

２炭そ病の病斑は輪斑病との区別が困難であるので親株としての利用は高温期（8～９月）

の発病、特に萎ちよう枯死株の発生の有無により判断する。

３アントラコール水和剤は仮植期のみの登録である。

Ⅵ今後の研究上の問題点

本県におけるイチゴ炭そ病菌の種類の解明

Ⅶ 資 料名

平成元年度福岡県農業総合試験場生産環境研究所野菜･花き病害虫関係試験成績概要書

－１２３－


